
バイリンガルを知ってますか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現在、世界には約190の国と約6,000の言語があり、人口
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の約60％～75％がバイリンガル（２カ国語を話す人）と言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　われています。バイリンガルは、全ての物事に対して２つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上の解釈を与えられるので、思考能力が柔軟です。例え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば、日本語の「台所」は、母親が忙しく料理をする所とい
　　　　　　　　　うイメージですが、フランス語の「台所（クジン）」は、家族皆が集まって会話をし、料理を創作
　　　　　　　　　するイメージになります。10代のバイリンガルの子どもたちは、数学と理科の試験の得点が、そう
　　　　　　　　　でない子どもたちを上回るという面白い結果も出ています。
　　　　　　　　　　また、バイリンガルの環境で子育てすることによって、外国人夫婦や国際結婚夫婦は、彼らの伝
　　　　　　　　　統・行事・音楽・宗教を次世代に伝え、日本国外の彼らの親族と、日本に住む子どもたちとコミュ
　　　　　　　　　ニケーションがとれます。日本人同士の夫婦でも、子どもたちの将来の就職の選択肢や、国際的な
　　　　　　　　　視野を広げられたりします。
　　　　　　　　　　しかし、残念なことに、一般的に国ではその国の言語が尊重される傾向にあります。これは、バ
　　　　　　　　　イリンガルの家族が母国語を話す妨げの原因の一つとなっています。また、努力してその国の言語
　　　　　　　　　を習得しても、民族、肌や髪の色といった外見、宗教、生活様式の違いから、結局偏見や差別を受
　　　　　　　　　けてしまうこともあります。この背景には、他国の文化が、自国の文化を支配するのではないかと
いう懸念があるようです。日本では、日本語のみが優位ですが、バイリンガルの家族の方、バイリンガルをめざしてい
る家族の方、頑張ってください。Good luck!!　　　　　　　　　　 【参考文献：The Bilingual Family  A Handbook for Parents】

▲外国語指導助手
　リチャード・
　ウェストロップさん
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